　　5－６
家畜保健衛生所情報
[image: image1.png]


[image: image2.emf]令和５年9月1日
　令和5年8月30日及び31日に、佐賀県において国内88例目及び89例目となる豚熱の発生が確認されました。
【農家の概要】
	
	発生日
	発生場所
	飼養規模

	88例目
	令和5年8月30日
	佐賀県唐津市
	約450頭

	89例目
	令和5年8月31日
	佐賀県唐津市
	約1万頭
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なお、豚熱についての最新情報は下記ホームページについてもご確認ください。
＜農林水産省HP＞　　　　　＜農研機構HP＞　　　　　＜佐賀県HP＞

佐賀県唐津市の養豚農場で


豚熱の感染が相次いで確認されました





養豚農家の皆様は、引き続き飼養衛生管理基準の確認と徹底をお願いします。





✔畜舎周囲や農場外縁部への石灰散布


✔畜舎や飼料庫等の清掃や整理整頓


✔いのしし、ねずみ等の野生動物侵入対策（防鳥ネット、防護柵など）


✔食品残さの適正使用（畜産物を含む場合は90℃以上60分以上の加熱）


✔畜産関係者の海外渡航の自粛、関係者以外の農場への立入禁止





毎日観察し、異状が確認された場合は、ただちに家畜保健衛生所へ通報してください











豚熱について





家畜伝染病予防法により、特定症状を呈している家畜を発見した場合は届出が義務付けられています。


このような症状を含む異状がみられた場合は必ず家畜保健衛生所に届け出てください。





※ 特定症状


耳翼、下腹部または四肢等の紫斑


同一の畜房内において、以下の症状を示す豚がおおむね1週間程度で増加していること


40℃以上の発熱、元気消失、食欲減退	②便秘、下痢		③結膜炎(目ヤニ)


歩行困難、後躯麻痺、けいれん		⑤削痩、被毛粗剛、発育不良(ひね豚)


流死産等の異常産の発生			⑦皮下出血、皮膚紅斑、天然孔からの出血、血便


同一の畜舎内において、概ね1週間程度に複数の豚が突然死すること





耳翼の紫斑





元気がない





結膜炎





農水省HP


より











今年度も大阪府内で野生イノシシの豚熱感染を確認





ペット豚を飼養している皆様におかれましては、今後もキャンプ等で屋外へ連れていくことは控えていただくようお願いいたします。





人・物・車両によるウイルスの持ち込み防止


衛生管理区域、豚舎への出入りの際の洗浄・消毒を徹底してください。


衛生管理区域専用の衣服、靴の設置と使用を徹底してください。


畜舎等の消毒は、次亜塩素酸ナトリウム液、アルカリ液、逆性石けん液等を用いて行ってください。


（付着した泥等を除去し、動力噴霧器を用いて、タイヤ周りを中心に荷台、運転席清拭含め車両全体を消毒。運転手の手指、靴底消毒も徹底）


消毒薬は、酸性とアルカリ性が混ざらないように注意し、十分効果のある濃度で使用


消石灰の散布


豚舎周囲の、衛生管理区域境界に消石灰を散布しましょう。


消石灰の散布量目安：１kg/㎡


野生動物対策


いのしし、ねずみ等の野生動物の侵入防止対策を徹底してください。


豚舎周囲の清掃、整理・整頓（飼料タンクの下の飼料は野生動物を誘因します）


適切な飼料と水の給与


野生動物等の排せつ物が混入していない飼料、水を与えてください。


飼料に肉を含み、または含む可能性があるときは、70℃、30分間以上


または80℃、3分以上の加熱処理を徹底


健康観察・早期通報の徹底


毎日、健康観察をしてください。


発熱、規律困難、けいれん、異常産の発生、死亡率の上昇などを異常を発見したら家畜保健所に連絡してください。
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